
Ⅰ．１ 基準材料価格の見直し（２） 

 平成２４年度改定においても、前回改定と同様、市場規模等を考慮し、効率的に対象
区分を選定するとともに、急激な為替変動に配慮し、為替の影響が大きいと考えられる
区分に対して、一定の配慮を行う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
             
※急激な為替変動への配慮 
条件； ① 外貨ベースでの価格が下落していない 
     （前回改定時と今回改定時の外貨での各国における価格の比の平均が１．０以上） 
     ② 前回の平成２２年度改定のレートでは１．５倍を超えない 
     ③ 引き下げ幅が２０％未満 
配慮の内容；① 本来の引き下げ幅の８０／１００に緩和 
         ② 段階的な引き下げを実施 
 
 

再算定について 

再算定の要件への該当性を検証した機能区分 １３０区分 
  

再算定対象となった機能区分 ３５区分 

    
引き下げ率  

  
25％（上限） 

  
１１区分 急激な為替変動への 

配慮（※）を行う区分   引き下げ率 20％以上25％未満 ３区分 
  引き下げ率 15％以上20％未満 ３区分 （３区分） 
  引き下げ率 10％以上15％未満 １０区分 （６区分） 
  引き下げ率 5％以上10％未満 ４区分 （２区分） 
  引き下げ率 5％未満 ４区分 （３区分） 

８ 


	平成２４年度�保険医療材料制度改革の概要
	平成２４年度の保険医療材料制度改革について
	平成２４年度の保険医療材料制度改革について
	Ⅰ．改定における対応
	平成２４年度診療報酬改定について
	材料価格改定のルール（１）
	材料価格改定のルール（２）
	Ⅰ．１　基準材料価格の見直し（１）
	Ⅰ．１　基準材料価格の見直し（２）
	Ⅰ．２　機能区分の見直し（１）
	Ⅰ．２　機能区分の見直し（２）
	Ⅰ．３　安定供給確保のための対応
	平成２４年度の保険医療材料制度改革について
	平成２４年度保険医療材料制度改革の基本的な考え方
	平成２４年度保険医療材料制度改革の具体的な項目
	保険医療材料専門部会での議論
	（参考）特定保険医療材料の範囲
	（参考）保険医療材料の評価区分
	１．（１）①対象国の追加
	１．（１）②外国平均価格の算出方法
	１．（２）原価計算方式
	１．（３）イノベーションの評価①加算要件の見直し
	１．（３）イノベーションの評価①加算要件の見直し（a.）
	１．（３）イノベーションの評価①加算要件の見直し（b.）
	１．（３）イノベーションの評価①加算要件の見直し（c.）
	１．（３）イノベーションの評価②迅速な保険導入に対する評価
	１．（３）イノベーションの評価②迅速な保険導入に対する評価
	１．（３）イノベーションの評価②迅速な保険導入に対する評価
	１．（３）イノベーションの評価②迅速な保険導入に対する評価
	２．既存の機能区分に係る事項
	３．保険適用希望書の記載方法
	平成２４年度改定での改正点
	（参考）新規医療材料の区分決定の流れ
	（参考）新規機能区分の基準材料価格の算定方法
	（参考）補正加算の要件について［平成２４年度診療報酬改定後］
	（参考）既収載品のルール［平成２４年度診療報酬改定後］
	（参考）既収載品のルール［平成２４年度診療報酬改定後］

